
思いやりと交流で創る   新生文化都市 
SHIMOTSUKE-CITY

19

生
涯
学
習
だ
よ
り
 

生
涯
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だ
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り
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一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
を

発
揮
す
る
こ
と
が
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
、
社
会
参
画
に
必
要

な
資
質
や
能
力
の
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
地
域

活
性
化
の
た
め
の
団
体
活
動
や
男

女
共
同
参
画
社
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
学
び
、
指
導
者
と
し
て
の
資

質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
 

●
主
催
・
会
場
 

　
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
 

●
期
間
 

　
６
月
か
ら
９
月
（
６
回
開
催
）
 

●
研
修
時
間
 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
 

●
対
象
者
 

　
市
内
に
お
い
て
女
性
団
体
の
指

導
的
立
場
に
あ
る
方
や
、
女
性
学

級
、
家
庭
教
育
学
級
そ
の
他
の
学

習
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
指
導
的
立

場
の
方
 

●
募
集
締
切
 

     　
５
月
１４
日
（
金
）
 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

 
生
涯
学
習
課
☎（
52
）1
1
1
9
 

    　
２１
世
紀
を
担
う
青
少
年
が
地
域

社
会
に
お
け
る
役
割
、
体
験
活
動

に
関
す
る
基
本
的
知
識
や
技
術
、

地
域
活
動
の
企
画
か
ら
運
営
等
に

つ
い
て
、
体
験
学
習
を
と
お
し
て

主
体
的
に
学
び
、
地
域
活
動
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
た

め
の
実
践
力
を
養
い
ま
す
。
 

●
会
場
 

　
宇
都
宮
大
学
 

　
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
 

●
期
日
 

　
６
月
１２
・
２６
日
、
７
月
３
、
１１
、

１７
日
（
全
５
回
）
 

●
研
修
時
間
 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分
 

●
対
象
者
 

　
県
内
に
在
住
・
在
勤
で
地
域
活

動
に
関
心
の
あ
る
、
も
し
く
は
活

動
を
し
て
い
る
青
少
年
や
、
大
学

生
、
高
校
生
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
ス
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
 

●
募
集
締
切
 

　
５
月
２１
日
（
金
）
 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

 
生
涯
学
習
課
☎（
52
）1
1
1
9
 

    　
下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク

ラ
ブ
は
、
市
内
で
活
動
す
る
中
学

生
・
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
で
す
。
 

　
子
ど
も
の
活
動
の
お
手
伝
い
を

中
心
に
し
て
、
元
気
に
活
動
中
で

す
。
 

　
昨
年
度
は
細
谷
小
学
校
学
童
ク

ラ
ブ
の
夏
休
み
教
室
と
石
橋
児
童

館
の
お
た
の
し
み
会
、
緑
一
丁
目

子
ど
も
会
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
指
導
を
し

て
き
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

や
公
民
館
ま
つ
り
に
参
加
す
る
な

か
で
、
ど
ん
な
ふ
う
に
子
ど
も
た

ち
と
関
わ
れ
る
か
を
考
え
た
り
、

関
東
や
県
の
研
修
に
参
加
し
、
多

く
の
仲
間
達
と
関
わ
る
こ
と
で
刺

激
を
受
け
て
学
び
成
長
し
て
き
ま

し
た
。
 

　
今
年
度
も
、
よ
り
多
く
の
活
動

を
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
遊

び
、
学
び
、
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

★
随
時
、
会
員
募
集
中
で
す
。
 

★
活
動
依
頼
も
随
時
受
付
中
。
 

●
問
い
合
わ
せ
先
 

 
生
涯
学
習
課
☎（
52
）1
1
1
9
 

        　
平
成
２２
年
３
月
２４
日
（
水
）
、

下
野
市
社
会
教
育
委
員
会
か
ら
永

山
教
育
委
員
長
に
対
し
、
答
申
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
下
野
市
社
会
教
育
委
員
会
で
は
、

市
教
育
委
員
会
か
ら
の
諮
問
を
受

け
て
、
下
野
市
に
お
け
る
市
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
生
涯
学
習
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
視
点
か

ら
、
団
塊
世
代
に
対
す
る
具
体
的

な
施
策
に
つ
い
て
、
昨
年
度
よ
り

検
討
を
重
ね
、
今
般
「
下
野
市
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

団
塊
世
代
の
人
材
活
用
に
よ
る
活

性
化
方
策
に
つ
い
て
」
と
し
て
意

見
を
ま
と
め
答
申
を
し
ま
し
た
。
 

　
答
申
で
は
、
「
つ
ど
い
学
ぶ
」

「
つ
な
が
る
」
「
創
る
」
と
い
う

３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
、
人

材
育
成
や
発
掘
の
場
と
し
て
、
公

民
館
等
社
会
教
育
施
設
を
捉
え
、

「
つ
ど
い
学
ぶ
」
こ
と
に
よ
り
社

会
参
画
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
を

促
し
、
そ
の
運
動
体
と
し
て
の
市

民
の
グ
ル
ー
プ
化
を
図
る
こ
と
。
 

次
に
そ
れ
ら
市
民
グ
ル
ー
プ
と
行

政
が
総
合
的
に
「
つ
な
が
る
」
た

め
、
双
方
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
「
想
い
」
を
ひ
と
つ
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
と
し
て
形
に
す
る
コ
ー
デ
ィ

テ
ネ
ー
タ
ー
を
育
成
・
配
置
す
る

こ
と
。
協
働
推
進
の
た
め
に
下
野

市
全
体
の
有
機
的
な
体
制
を
「
創

る
」
部
署
を
設
置
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
提
言
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
本
答

申
を
最
大
限
に
尊
重
し
な
が
ら
、

行
政
の
生
涯
学
習
化
に
よ
る
、
協

働
体
制
の
確
立
に
と
り
く
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
 

※
答
申
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
 

    

 

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス 

ク
ラ
ブ
を
ご
紹
介
し
ま
す 

「
下
野
市
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

を
目
指
し
た
団
塊
世
代
の
人
材
活 

用
に
よ
る
活
性
化
方
策
に
つ
い
て
」 

〜
平
成
２１
年
度
下
野
市 

　
　
　
社
会
教
育
委
員
会
答
申
〜 


